
レピータハブ選択のポイント
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LH8VC2ハブユニット

LH1208C
デュアルスピードハブ

LH1216C
デュアルスピードハブ

LH1208C／LH1216C
のスタック接続

LH1208VCA
デュアルスピードハブ

LH1216VCA
デュアルスピードハブ

LH1208VCA／LH1216VCA
のスタック接続

レピータハブの選択のポイントは、通信速度、ポート数、SNMP監視機能などです。
以下のフローから、最適なハブをお選びください。

LH1200C／LH1200VCAの各シリーズ
では、同シリーズのハブ同士の接続で
スタック接続をサポートします。これに
より、最大4段までのスタック接続が可
能となります。このスタック接続は、
LH 1 2 0 8 CとLH 1 2 1 6 Cの間、また
LH1208VCAとLH1216VCAの間で可能
で、ハブ間の接続をカスケード段数を
気にすることなく行うことができます。
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10M（100M）を占有して使いたい あなたのご要望には
スイッチングハブが最適です（P66）

AUIが
必要だ

■カスケードによる増設� ■スタックによる増設�

カスケード段数は二段まで（100BASE-TXの場合）�
スタック接続ではカスケード段数制限による�

影響を受けることなく増設が可能�

■LH1200C／LH1200VCAシリーズのスタック接続
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16ポート
あれば足りる

10M×8
AUI×1

10／100M×8
スタック可

10／100M×16
スタック可

10／100M×8、AUI
SNMP
スタック可

LH36XA
エージェントハブ

10M×36
AUI×1
SNMP

10／100M×16、AUI
SNMP
スタック可

SNMP機能
が必要だ

イーサネット製品

8ポート
あれば良い


